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結 果 の 概 要

１ 精神保健福祉関係
(1) 精神障害者申請通報届出数、入院形態別患者数

平成19年度の一般・警察官等からの申請・通報等「申請通報届出数」（表１の注１）は
15,376件で、前年度に比べ75件減少している。また、申請通報届出数のうち「診察を受け
た者数」は7,433人で、前年度に比べ101人増加している （表１）。
平成19年度末現在の「措置入院患者数 （表１の注２）は1,774人で、前年度に比べ4人」

増加している（表１、図１ 。）
平成19年度の「医療保護入院届出数 （表１の注３）は175,624件で、前年度に比べ4,924」

件増加している（表１、図２ 。）

表１ 精神障害者申請通報届出数、入院形態別患者数の年次推移

図１ 措置入院患者数の年次推移 図２ 医療保護入院届出数の年次推移
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１５年度 １６年度 １７年度 １8年度 １９年度

(2003) ( ' 04) ( ' 05) ( ' 06) ( ' 07) 増減数
増減率
（％）

  11 776   13 690   13 687   15 451   15 376 △ 75 △ 0.5 

 うち診察を受けた者数(人）
　（各年度）   6 993   7 213   6 985   7 332   7 433   101   1.4 

  2 418   2 222   2 000   1 770   1 774   4   0.2 

人口10万対 1.9 1.7 1.6 1.4 1.4   0.0   0.2 

  151 160   161 587   163 370   170 700   175 624  4 924   2.9 

人口10万対 118.4 126.5 127.9 133.6 137.5   3.9   2.9 

注：1)　「申請通報届出」とは、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（以下｢法｣という。）第２３条から第２６条の３までの規定に基づき、一般・

　　　警察官等から、精神障害者又はその疑いのある者等について、もよりの保健所長を経て都道府県知事に申請・通報又は届出がなされることをいう。

　　2)　「措置入院」とは、法第２９条に基づき、２人以上の指定医が診察した結果、その者が精神障害者であり、かつ入院させなければその精神障害の

　　　ために自身を傷つけ又は他人に害を及ぼすおそれ（自傷他害のおそれ）があることに一致した場合に、都道府県知事が国もしくは都道府県立の

　　　精神科病院又は指定病院に入院させることができる制度をいう。

　　3)　「医療保護入院」とは、法第３３条に基づき、指定医または特定医師（平成19年度から）が診察した結果、精神障害者であると診断され、入院の

　　　必要があると認められた者で保護者の同意がある場合に、精神科病院の管理者が患者本人の同意がなくても精神科病院に入院させることができる

　　　制度をいう。　
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